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f図譜jの「新!日 2型式Jが，堀之内貝塚発掘報告における I式， I式の記述(西村ほか 1957，
芹沢・麻生 1957) などを経て，今日の堀之内 l式 2式になるとされている(斎藤 1978)。
堀之内 2式の細分については 今矯浩ーによって先鞭が付けられた。今橋は茨城県取手市
中妻貝塚の土器を分類し 3段階の階梯を示した(今橋 1979)。その後，同様の基準で東京都
品川区から大田区にまたがる大森員塚の土器を分類し，堀之内 2式をお式， 2b式， 2c式に



















































文はそれぞれ， 1式における Ia文様帯の集約部分に見られる刺突と， Ia文様帯の沈線に系譜
することを指摘した。また 東関東の地域性として鯛部文様帯の下端匿函を行わない土器が
存在することから，胴部文様帯下端区画の有無によって 1式と 2式を区分することはできな


















他の研究者も意見を同じくしている(加納 2002，鈴木 2012)。以下 磨消縄文の文様に注目
して阿部による細分を示す(第 l図)。




市鎌刈遺跡第 l号住居跡， r日本先史土器図譜j図版 57に示される堀之内貝塚出土資料，千
葉県松戸市民の花貝塚第 28号住居跡，能漏上小貝塚S-l号遺構などが挙げられている。中段















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 4函 霞ヶi甫昂辺の堀之内 2式磨消縄文土器(古・中段階)
1-3 :陸平貝塚4層 4-7 :陸平貝塚3層 8・9:廻り地A遺跡 SK110
10-12 :廻り地A遺跡 SK250 13-16:廻り地A遺跡 SIl07 17・18:廻り地A遺跡 SK1624
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亀井 翼
The Chronological Change in the Composition ofEarly Late Jomon PO社ery
(Horinouchi 2 style) in the Coastal Area ofLake Kasumigaura 
KAMEI， Tsubasa 
τhe composition of early Late Jomon pottery (Horinouchi 2 style) is examined in this paper. These 
assemblages were placed into an established chronological stage based on their decoration. Historical 
changes in the composition of these pottery assemblages were also considered. The chronological 
sequence suggests that some types such as deep pots decorated with clay bands (紐線文系粗製土器)， 
bowls decorated with thin clay bands (微隆帯土器)and inner decorated pots (内文土器)probably 
emerged during the later stage ofthe Horinouchi 2 style. 
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